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　ベルギーに赴任して以来、日常の中でふと「ここ
は本当に一つの国なのか、それとも欧州全体の縮図
なのか」と感じることがあります。多様な文化や価
値観が交差するこの環境は、時に難しさを伴いなが
らも、同時に大きな学びを与えてくれます。
　ベルギー日本人会の皆様、こんにちは。
　このたび 2026 年 7 月号の巻頭言を担当させてい
ただきます、三井住友海上火災保険株式会社（MSIG 
Europe SE）の石井です。
　私は 2025 年 4 月にベルギーへ着任し、現在は当
社欧州大陸現地法人において、欧州に進出されてい
る日系企業の皆様のリスクマネジメントや保険手配
のサポートに携わっております。本稿では、これま
での海外経験を振り返りながら、「異なる環境の中
でどのように役割を果たすか」という視点で、欧州
での生活や仕事について感じていることをご紹介で
きればと思います。
　私の最初の海外駐在は、2012 年からの 6 年間、
インドでの勤務でした。当時は、ラジャスタン州ニ
ムラナ、グジャラート州マンダル、タミル・ナドゥ
州チェンナイなどの工業団地を中心に、日系企業の
インド進出が再加速している時代でした。また、貨
物専用鉄道建設計画やムンバイ・アーメダバード間
高速鉄道建設計画などの ODA 案件が進展し、日印
関係はさらに強化され、新たなステージへと歩みを
進めていました。こうした日印関係強化の一方で、
インド全土に大きな衝撃を与えた出来事もありまし
た。2016 年 11 月 8 日、モディ首相は地下経済の
資金洗浄や偽造紙幣の撲滅を目的に、突如、高額紙
幣の法定通貨としての効力停止を発表し、翌日から
即時施行されました。街には新札への交換を求める
人々が銀行に長蛇の列を作る光景が広がり、社会全
体が大きな混乱に包まれました。しかし同時に、そ
の変化を受け入れながら日常を前へ進めていく人々
の姿を目の当たりにし、当時 30 代半ばだった私に
とって、インドの持つ深い寛容性と多様性に満ちた
社会だからこそ生まれる変化への順応力の強さを、
改めて実感したことを今でも鮮明に覚えています。
欧州へは、2023 年にドイツに赴任し、ケルン大聖
堂の麓に本社を構える現地法人で 2 年間勤務した

後、2025 年にベルギーへ着任しました。ベルギー
では、赴任して間もなく、欧州大陸で事業を展開し
ていた 2 社の合併という大きな変革に携わりまし
た。ドイツやベルギー、さらにはフランス、オラン
ダ、イタリアなど各国の違いについて耳にする機会
がありますが、実際に勤務してみると、その違いを
日々実感する場面があります。もちろん個人差はあ
りますが、一般的にドイツではルールやプロセスを
重視し、「正しく進めること」に価値が置かれる傾
向があるように感じています。会議においても事前
準備や役割分担が明確で、論理的な議論を通じて結
論を導き出そうとする姿勢が印象的でした。
　一方、ベルギーではフランス語圏、オランダ語圏、
ドイツ語圏という異なる言語共同体が共存している
こともあり、「どのように合意形成するか」が重視
される場面が少なくありません。必ずしも唯一の正
解を求めるのではなく、多様な立場を踏まえながら
現実的な落としどころを見つける調整力の高さを感
じます。また、周辺国の文化的影響も日常の中に自
然に存在しており、それぞれ異なる価値観を持ちな
がらも、一つの組織やプロジェクトの中で協働して
いる姿は、まさに欧州そのものを象徴しているよう
に感じます。昨年経験した 2 社の合併においても、
こうした多様なバックグラウンドを持つメンバーと
協働する機会が数多くありました。国や文化によっ
て意思決定の進め方やコミュニケーションのスタイ
ルは異なりますが、相手の考え方を理解し、その違
いを前提として協力関係を築いていくことの重要性
を改めて学びました。振り返れば、インドで学んだ
多様性への適応力と、欧州で求められる異文化間の
調整力は、本質的には通じる部分があるように感じ
ています。

　こうした多様性は仕事だけでなく、生活や趣味の
面でも新たな発見をもたらしてくれます。私は学生
時代からサーフィンを続けていますが、欧州には有
名なサーフスポットが数多く存在します。世界最高
峰のビッグウェーブスポットとして知られるナザ
レ、世界で初めてサーフィン保護区に指定されたエ
リセイラ（いずれもポルトガル）、ヨーロッパサー

三井住友海上火災保険株式会社（MSIG Europe SE）　
石井 恵太
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動にも大きな影響を与えています。エネルギー価格
やサプライチェーンへの影響は企業にとっても重要
な経営課題であり、リスクとの向き合い方がこれま
で以上に問われる時代になっています。

　保険は単なる損害補償の手段ではなく、不確実な
環境の中で企業が前に進むための基盤の一つである
と考えています。リスクをゼロにすることはできま
せんが、リスクとの向き合い方を設計することは可
能です。私たちはその意思決定を支える存在であり
たいと考えています。
　これまでの海外経験を通じて感じるのは、環境の
違いそのものではなく、それにどう向き合い、どう
適応していくかが重要であるということです。それ
は仕事においても、趣味においても変わらず、「違
いを受け入れ、活かすこと」が経験をより豊かなも
のにしてくれるのではないかと感じています。ベル
ギー日本人会の活動もまた、多様なバックグラウン
ドを持つ人々をつなぐ大切な場であると感じていま
す。今後も皆様との交流を通じて学びを深めながら、
この多様性に富んだベルギーの地において、日本と
欧州をつなぐ一助となれるよう努めてまいります。

フィン発祥の地として知られるビアリッツ（フラン
ス）、サーフィンと美食の街サン・セバスティアン、
さらには一年を通じて良質な波に恵まれるカナリア
諸島（いずれもスペイン）など、世界中のサーファー
を魅了するスポットが点在しています。私自身も、
ビアリッツやカナリア諸島でサーフィンを楽しみ、
各国から集まったサーファーたちとの交流を経験し
ました。ベルギーは世界的サーフデスティネーショ
ンではありませんが、北海に面した約 65km の海岸
線を有し、オーステンデ、クノック・ヘイスト、ブ
ランケンベルヘなどでは条件が整えばサーフィンを
楽しむことができます。各国から集まるサーファー
たちが同じ波を共有する光景は、言葉や文化の違い
を超えて一定の秩序が保たれており、欧州における
多様性と共存のあり方を象徴しているようにも感じ
られます。

　当社は、MS&AD インシュアランスグループの中
核会社として、お客さまの多様なリスクに対応する
商品・サービスを世界各地で提供すべく、世界 41
か国・地域で事業を展開しています。その欧州事業
においては、前述のとおり、昨年度、欧州大陸で事
業を展開していた 2 社を合併し、ベルギーに本社
を置く会社を存続会社として、MSIG Europe SE を
設立しました。欧州大陸市場では、事業環境の変化
が加速しており、当社としても常に変革が求められ
ています。その中で、統合によって事業基盤を強化
し、「最も選ばれる保険会社」を目指していくとい
うことは、欧州というフィールドにおいて当社が持
続的に価値を高めていくための重要なステップであ
ると考えています。
　近年、欧州を取り巻く環境は大きく変化していま
す。ウクライナ情勢の長期化に加え、中東情勢を巡
る緊張の高まりなど、地政学的な不確実性は企業活 石井 恵太

三井住友海上火災保険株式会社（MSIG Europe SE）

ＮＸベルギー株式会社 旧：ベルギー日本通運）

グローバルネットワークでお客様の
引越 輸送ビジネス をサポート
・日本人立会い ・ハウスクリーニング
・不用品回収 ・お譲り品のお届け

https://www.nipponexpress.com/moving/be/
NEBE-removal@nipponexpress.com

TEL : +32 (0)2-751-7814/15

NIPPON EXPRESS (BELGIUM) N.V./S.A.

https://www.nipponexpress.com/moving/be/
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日本人会ゴルフ部

中村 崇志

2026 年度　日本人会ゴルフコンペ結果報告

第１回
開催日	 4 月 19 日（日）
コース	 Golf de Pirepont
参加人数	 21 人（女性 1 人、男性 20 人　内初参加 7 人）
幹事会社	 Toyota Tsusho Europe SA

順位 氏名（敬称略） 会社名 OUT IN Total H/C Net

優勝 金田　雅也 CMK EUROPE N.V 50 52 102 32 70

準優勝 中村　崇志 Komatsu Europe International N.V. 47 45 92 19 73

3 位 河野　良行 Toyota Tsusho Europe 48 46 94 21 73

ﾍﾞｽﾄ ｸﾞﾛｽ 青木　優 YAMAYU SANTATSU sprl 41 42 83 9 74

第２回
開催日	 5 月 17 日（日）
コース	 Golf Château de La Tournette（American）
参加人数	 20 人（女性 2 人、男性 18 人 内初参加 5 人）
幹事会社	 Kaneka Belgium NV

順位 氏名（敬称略） 会社名 OUT IN Total H/C Net

優勝 鍵谷　祐輔 MEIKO EUROPE NV 60 53 113 36 77

準優勝 石井　恵太 MSIG Europe SE 55 57 112 34 78

3 位 松井　悠良々 - 45 44 89 9 80

ﾍﾞｽﾄ ｸﾞﾛｽ 松井　悠良々 - 45 44 89 9 80

コンペ 入賞者の皆様

優勝者鍵谷さん コンペ 1 位 2 位 3 位

https://www.INFI-R.com
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　4 月 26 日日曜日、160
周年イベントに認定され
ているフォロン財団での
隈研吾展を記念した 160
周年共催イベントを開催
しました。
　ブリュッセルから南に
30 分、 美 し い ソ レ ベ イ
家のお城のある緑豊かな
公園にベルギーの有名現
代画家フォロンさんの財

団 / 美術館があります。フォロンさんが子供時代に
憧れた公園内にある 19 世紀前半の元農場の建物内
に、縁があって御自身がデザインした美術館です。
　我々のイベントより 1 週間ほど前に訪れた隈研吾
さんも御自身の作品と内装が大変相性が良いと、特
別展の展示を大変喜んでいらっしゃいました。

　今回の企画では、昨年日本で東京 - 名古屋 - 大阪
と巡ったフォロン展で、大阪の展覧会をキュレート
されたあべのハルカス美術館の浅川主席学芸員から

「フォロンと日本」を題材に興味深い御講演をいた
だき、引き続いてフォロン財団から隈研吾展の御説
明をいただきました。
　その後参加者 70 名の皆さんは隈研吾展とフォロ
ン財団常設展を自由に御鑑賞。
　中には目に涙を浮かべて出てこられる方もいらっ
しゃいました。

　それから財団内にある
レストランを貸し切った
レ セ プ シ ョ ン。 日 ベ ル
ギー友好を一貫テーマと
し、ベルギービールを醸
造する日本人シェフと、
ラーメンを作るベルギー
人 シ ェ フ を 招 待 し ま し
た。
　「よかとも」のオーナー
シェフ小原さんがたどり
着いた日本とベルギーのホップ品種をブレンドし
た、今回のテーマにピッタリのビールは大好評で、
どこで飲めるのかというお問い合わせも参加者から
多かったです。ラーメンはゲントから来ていただい
た「ずるずるラーメン」のオーナーシェフ Nick さ
んが作る、粗挽き小麦粉を使った香り高い自家製麺
と、旨味の濃いスープのラーメンを、皆さん舌鼓を
打って楽しんでおられました。
　日本とベルギーの様々な交流を思い、目と心と、
お腹も充たされた日曜日でした。

小笠 昇
ベルギー日本人会

160 周年共催イベント  フォロン財団・隈研吾展特別観覧



日本人会会報 2026 年 7 月号　428 号

7

●
● ●

●

日本人会会報 2026 年 7 月号　428 号

7

　4 月 28 日火曜日に 160 周年イベントとの共催イ
ベント、ピエールマルコリーニ社の日本上市 25 周
年を記念した特別試食会を開催しました。
　ベルギー日本人会会員から最終的に 27 名が御参
加。特別に開けていただいたサブロン広場の同社旗
艦店 2-3 階スペースで、専門家による説明を受けな
がらの試食を行い、チョコレートに関する知識も増
えました。

　例えばチョコレートにも品種と産地が重要で味わ
いへ大きな影響があり、単に「カカオ何 %」だけ
で味が分からないことや、ガナッシュとプラリネの
違い ( 前者はチョコレート・乳製品、後者はナッツ
のペースト ) などを学び、ピエールマルコリーニさ
んが日本で自ら選んだ、酢橘や海苔といった素材を
使った日本上市 25 周年記念チョコレートも賞味。
　日ベルギー友好 160 周年の今年にピッタリなチョ
コレートでした。

　実は事前に申し込んでいた内容以上の準備を同社
にはしていただき、試食するチョコレートの数やお
土産も増やしてもらえ、最後には白味噌を加えた
ジェラートの試食もさせてもらいました。
　日本食材を使用したチョコレートやジェラートは
旗艦店で引き続いて発売していますので、御興味が
ありましたらどうぞお試しください。
　今後も当地ならではの企画を立てて参りますの
で、引き続きどうぞよろしくお願い致します。

（冒頭、マルコリーニさんが準備の最終チェックに
来てくださいました！）

小笠 昇
ベルギー日本人会

160 周年共催イベント  ピエールマルコリーニ特別試食会
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ベルギーのスタジアムで
　今回で 3 回目を迎えたベルギー日本人会のサッ
カー観戦イベント。2026 年 5 月 16 日、日本人選
手が多く所属するシントトロイデン VV の試合を観
戦するため、多くの会員がスタジアムに集まりまし
た。異国の地で、日本人選手に声援を送る。そのひ
とときには、単なるスポーツ観戦を超えた、どこか
特別な高揚感があります。
　今シーズンのシントトロイデン VV は、日本人選
手たちの活躍もあり、レギュラーシーズンを 2 位
で終える好調ぶり。自然と期待は高まります。一方
で、この日のキックオフは 20 時 45 分。小さなお
子さん連れのご家族も多い日本人会にとっては、決
して参加しやすい時間帯とは言えず、主催側には少
なからず不安もありました。

期待を高めた、特別な一日
　そこで今回は、チームとの交渉を重ね、日本人会
会員向けにさまざまな特典をご用意しました。

・試合前スタジアム見学
・エスコートキッズ（子供限定）
・試合後のハイタッチ＋写真撮影（子供限定）
・�サイン入ユニフォームが当たるハーフタイムプレ
ゼント企画
・サプライズイベント（後述など）

　こうした特別な配慮もあり、当日はおよそ 250
名もの日本人会会員が来場しました。スタジアムの
あちらこちらで日本語が飛び交い、ベルギーにいな
がら、どこか日本のお祭りのような一体感が広がっ
ていました。ここから、その一日の様子を少し振り
返ってみたいと思います。

試合前、スタジアムに広がる高揚感
　筆者は主催者として、満を持して試合開始の 2 時
間前にスタジアムへ到着しました。まだ人影もまば
らだろうと思っていたのですが、予想はうれしい形
で裏切られます。すでに多くの日本人会会員の姿が
あり、あちこちで笑顔のあいさつが交わされていま

した。ベルギーの地方都市で、時間どおりに、いや
それ以上にきっちり集まる日本人の姿に触れ、思わ
ず頬がゆるみます。
　試合前、会員の皆さんがそれぞれの席に落ち着く
一方で、エスコートキッズに選ばれた子どもたちは、
どこか凛とした表情でその時を待っていました。緊
張と誇らしさが入り混じった眼差しは、まるで自分
たちもこの舞台の一員であることを知っているかの
ようです。ピッチへ向かう小さな背中が、とても頼
もしく見えました。

 エスコートキッズに選ばれたこどもたち

熱気に包まれた九十分
　そして、いよいよキックオフ。試合は序盤から緊
張感のある展開となりました。前半には伊藤選手の
負傷交代という思いがけないアクシデントもありま
したが、チームは崩れることなく粘り強く戦います。
何度か好機をつくりながらも、前半終了間際に失点。
0-1 で折り返す苦しい流れに、スタンドにも一瞬た
め息が広がりました。
それでも後半、交代をきっかけに空気が変わります。
69 分、松澤選手のシュートを起点に、エンベ・ソー
選手が押し込んで待望の同点弾。スタンドの熱気は
一気に高まり、日本人会からの大きな声援も後押し
となって、シントトロイデンは勢いを取り戻しまし
た。終盤まで一進一退の攻防が続き、最後は 1-1 の
引き分け。勝利こそ逃したものの、会場には確かな
充実感が残りました。

馬場 翔太
ベルギー日本人会

ベルギーのスタジアムに響いた、日本の声援



日本人会会報 2026 年 7 月号　428 号

9

●
● ●

●

日本人会会報 2026 年 7 月号　428 号

9

躍動する新川選手
 

シュートする後藤選手！前日にワールドカップ日本
代表に選出

試合後に生まれた、もうひとつの思い出
　試合後には、子どもたちがピッチに降りてハイ
タッチイベントに参加しました。激闘を終えたばか
りの選手たちに小さな手が差し出されると、選手た
ちも自然と笑顔を見せます。その光景には、勝敗を
超えて人と人がつながるスポーツの魅力が、静かに
にじんでいました。

試合後のハイタッチに参加するこどもたち

サプライズ：谷口選手・後藤選手の登場！！
　さらにこの日は、思いがけない嬉しい知らせが
待っていました。チームから当日連絡が入り、「試
合後に、前日にワールドカップ日本代表に選出され
た谷口選手・後藤選手が、日本人向けにファンサー
ビスをしてくれることになりました」とのこと。主
催者としても思わず胸が高鳴る、まさにサプライズ
でした。
　その知らせを受けて、試合終了後も多くの日本人
がスタジアムに残りました。一角には自然と人だか
りができ、日本語があふれ、そこだけまるで日本で
あるかのような空気に包まれます。
　そして、谷口選手・後藤選手が姿を見せると、誰
に言われるでもなく、すっと美しい列ができあがり
ました。その整然とした光景に、思わず「さすが日
本人」と感じた方も多かったのではないでしょうか。
異国で共有するこうした空気感もまた、日本人会な
らではの魅力だと感じます。

会員にファンサービスしてくれる谷口選手・後藤選手

同じ時間を共有するということ
　今回は遅い時間帯の開催ということもあり、当初
は参加者数を心配する声もありました。しかしふた
を開けてみれば、予想を上回る多くの方にご参加い
ただき、会場は終始あたたかな熱気に包まれていま
した。
　試合後には、選手との交流に目を輝かせる子ども
たちや、イベント運営への感謝を伝えてくださる会
員の皆さんの姿がありました。サッカーを応援する
時間はもちろんのこと、同じ場所に集まり、同じ瞬
間を共有することそのものが、ベルギーで暮らす日
本人同士のつながりを深めてくれるのだと、あらた
めて感じた一日でした。こうした小さな積み重ねが、
ベルギー日本人会のあたたかなコミュニティを形づ
くっているのだと思います。
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　ただし彼は、それを劇的な歴史画や寓意画として
ではなく、雲間から差し込む光によって、都市全体
が静かに呼吸しているかのような「光の風景画」と
して表現したのです。
　それでは、ゴッホやプルーストにそこまで言わせ
た「デルフトの眺望」で、フェルメールが何を表現
しようとしたのかを見ていきましょう。

画面は三つに分けられる
　画面は大きく三つの帯状の明暗部分に分けられま
す。まず画面の半分以上を占める青空です。この青
空にはラピスラズリ（天然ウルトラマリン）とシル
バーホワイト（鉛白）が用いられています（3）。こ
の耐久性に富んだ 2 種類の顔料の使用が、この絵
が現在でも輝きを失っていない理由の一つと言えま
す。
　このように空が画面の半分以上を占める構図自体
は、17 世紀オランダ風景画では決して珍しいもの
ではありません。しかしフェルメールは、単に広い
空を描いただけではなく、雲間から差し込む朝の光、

森 耕治
「デルフトの眺望」フェルメール 美術史家

西欧絵画の楽しみ方　114

　フェルメールの「デルフトの眺望」は、西洋絵画
史上最も美しい都市景観画の一つとして知られてい
ます。
　1885 年、ゴッホは弟テオへの手紙の中で、「これ
ほど見事な色彩を保っているのは不思議ではありま
せんか」（1）と驚嘆しました。また 20 世紀フラン
ス文学を代表する作家 マルセル・プルーストは、「失
われた時を求めて」第五篇「囚われの女」の中（2）
で、「デルフトの眺望」に描かれた「黄色い小さな壁」
を絶賛し、「私はこのように書くべきだった」と登
場人物に語らせています。
　では、なぜ一枚の静かな都市風景が、これほどま
でに後世の芸術家たちを魅了し続けたのでしょう
か。
　17 世紀のオランダ市民にとって、自分が生まれ
育った都市は、単なる居住地ではなく、誇りと帰属
意識の象徴でもありました。フェルメールもまた、
この作品において、故郷デルフトへの深い愛情を描
こうとしていたと思われます。

「デルフトの眺望」
1660 ～ 1661 年
マウリッツハイス
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大気の湿り気、水面への反射といった「空気と光そ
のもの」を都市景観の中心的主題へ押し上げました。
その意味で、この作品には、後のコローや印象派の
風景画にも通じる、極めて先駆的な感覚が含まれて
いると言えます。
　そして二つ目の部分は、画面のほぼ中央に、細い
帯状にやや明るさを抑えたデルフトの町並みとコル
ク港の静かな水が描かれている部分です。そこに
映った建物の影は誇張して描かれており、右の塔の
影は、手前の砂浜にまで差し掛かっています。実際
には、このように明確で大きな影にはなりません。
しかしフェルメールは、あえて影を強調することで、
水面の広がりと空間の奥行きを強く印象づけ、都市
全体を静かな光と空気の中に浮かび上がらせようと
したのです。

　三つ目は、左下に見
える乗船場のある明る
い黄色い砂浜です。こ
こで気がつくことは、
フェルメールが画面を
手前から「明―暗―明」
という大きな明暗の帯
によって構成している
ことです。まず手前に
は明るい砂浜、その奥

には影に沈んだ町並みと水面、さらにその上には再
び光に満ちた空が広がっています。
　フェルメールは、このような大きな明暗対比に
よって、都市空間に静かな奥行きと広がりを与えて
います。とりわけ、水面に映る建物の影を実際以上
に強調したのは、画面中央の暗部を意図的に作り出
し、その前後に広がる光の空間をより印象的に見せ
るためだったのでしょう。

コルク港
　フェルメールが生まれ育ったデルフトの南側に
は、スヒー運河が流れていました。17 世紀のオラ
ンダ共和国において、水運は都市経済を支える生命
線でした。南はロッテルダム、北はデン・ハーグへ
と、人や商品はこの運河を通じて運ばれていたので
す。さらにスヒー運河とマース川を経由することで、
デルフトはフランドル、フランス、イングランド、
さらには世界各地とも結ばれていました。
　この運河沿いには、17 世紀初頭、大規模な港湾
整備によって「コルク港（Kolk）」と呼ばれる三角
形の港が形成されました。この場所は、元々 1573 年、
デルフト市の防衛施設近代化の際に築かれた堡塁を
基盤としていました。その後 1614 年に再び掘削さ
れ、現在見られる三角形の港湾空間が形成されたの
です（4a）。
　つまりコルク港は、単なる船着場ではありません
でした。そこは、デルフトの軍事、防衛、商業、水
運が集中する「都市の玄関口」だったのです。ここ
には、ロッテルダム方面へ向かう旅客船、貨物船、
ニシン漁船などが出入りし、17 世紀デルフト経済
を支える重要な物流拠点となっていました。コルク
港は、スヒー運河とマース川を経由して、ロッテル
ダム、シーダム、デルフスハーフェンだけでなく、
さらにフランドル、フランス、イングランド、そし
て世界各地へとつながる主要な出発地点でもあった
のです（4b）。
　さらに忘れてはならないのは、デルフトが 1602
年のオランダ東インド会社（VOC）創設当初から、
アムステルダム、ロッテルダム、ホールン、エンク
ハイゼン、ミデルブルフと並ぶ六つの支部都市の一
つだったことです（5）。デルフト商館は、アジア
交易によって莫大な利益を得た VOC の重要拠点の
一つであり、香辛料、絹、陶磁器など世界各地の商

大きな水面

www.infi2.com
sales@infi2.com
02 644 44 77

在庫管理・製造
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品は、ロッテルダムやデルフスハーフェンを経由し、
運河網を通じてデルフトへも流入していました。 
したがってコルク港は、単なる地方港ではなく、
17 世紀オランダ共和国を支えた世界規模の海上交
易ネットワークの一端を担う内陸港でもあったので
す。
　画面右側に見える二本塔のロッテルダム門付近
が、この三角形港湾の頂点部分にあたります。港の
向こうには、深い茶色の市壁が横長く続き、小さな
ケーテル門と、時計塔を持つスヒーダム門によって
区切られています。
　フェルメールは、そのコルク港の南岸から北東方
向を眺める形で、この「デルフトの眺望」を描きま
した。しかし重要なのは、ここが必ずしもデルフト
全景を最も美しく一望できる地点ではなかったとい
うことです。
　もし単純に壮大な都市景観だけを求めるなら、
もっと遠方や高所、例えばフェルメールの家の近所
にそびえる新教会の塔から描く方法もあったはずで
す。にもかかわらずフェルメールは、あえて港湾活
動の集中する低い水辺から都市を描きました。その
結果、この作品では、教会や建築物だけではなく、船、
水面、運河交通、城門、港湾空間そのものが強い存
在感を持っています。
　つまり、彼が描こうとしたのは、単なる都市の輪
郭ではなく、「水運と交易によって生きているデル
フト」そのものだったのです。

砂浜と曳舟（ひきふね）
　画面左下には砂浜が
あり、人や商品を運ぶ
旅客船が一隻停泊して
います。この船は、運
河沿いを馬に曳かれて
進む「曳舟（ひきふね）」
であるため、帆船のよ
うな大きなマストがあ
りません。当時オラン
ダでは、この種の曳舟が都市間を結ぶ定期公共交通
機関として広く利用されていました。船はロッテル
ダム、シーダム、デルフスハーフェン方面へ向か
い、およそ三十人ほどを乗せて運航されていました

（4c）。
　17 世紀オランダ共和国の道路事情は、現在ほど

整備されていませんでした。都市中心部には石畳が
ありましたが、郊外へ出ると道は砂地や泥道が多く、
馬車による移動は激しく揺れ、雨天時には非常に不
快なものでした。それに対して曳舟は、水面を滑る
ように静かに進むため、多少時間はかかっても、馬
車より快適で安全な移動手段だったのです。
　実際、デルフトとハーグを結ぶ曳舟は二時間ごと
に運行され、デルフト―ライデン航路では 1660 年
代に年間 17 万人もの乗客が利用したといわれてい
ます (4d)。
　船の前では、子どもを抱えた女性が、大きな帽子
をかぶった二人の男性と会話をしています。この三
人は比較的洗練された服装をしており、市民階級に
属する人々と思われます。一方、その 20 ～ 30 メー
トルほど右側には、白い頭巾をかぶった二人の年配
の女性が見えます。彼女たちは黒い衣服に白い肩掛
けという、より質素な地方風、あるいは労働者階級
に近い服装をしています（6a）。左側の女性は籠を
持っており、買い物や仕事のために曳舟を利用しよ
うとしているのでしょう。
　ここで興味深いのは、フェルメールが同じ砂浜の
上に、異なる社会階層の人々を並べて描いている点
です。17 世紀オランダ共和国では、曳舟は比較的
安価で、しかも定時運行される便利な交通機関でし
た。そのため港や船着場は、裕福な市民、商人、地
方の女性、労働者など、さまざまな階層の人々が交
差する空間となっていたのです。船旅の間、人々は
風景を眺めたり、読書をしたり、互いに会話を交わ
したりしました。異なる地域や社会階層の人々が同
じ船に乗り合わせることで、情報や思想の交流も自
然に生まれていたのです。
　さらに同じような船は、右側のロッテルダム門の
前にも数隻停泊しています。フェルメールは、単に
静かな都市景観を描こうとしたのではありません。
こうした船と人々の往来を通じて、水運によって
日々機能し続けるデルフトの都市生活そのものを描
こうとしていたのでしょう。

ロッテルダム門と「黄色い小さな壁」
　右端に見える二本塔の建物が、中世以来デルフト
の南側入口を守っていた「ロッテルダム門」です。
これはデルフトに設けられていた四つの城門の一つ
で、防衛施設としてだけではなく、船乗り組合の集
会所としても利用されていました。町へ入るため

砂浜
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　重要なのは、この白い部分が、従来しばしば言わ
れてきたような「水面の光の反射」ではないという
点です。この作品では、朝の柔らかな太陽光が画面
の右斜め前から、つまり東方向からデルフトの町を
照らしています。もし船腹に太陽光が当たっている
なら、光るべきなのは画面上は見えない船の右側で
なければなりません。また、水面の反射だとしても、
問題の箇所はロッテルダム門の影の中に位置してお
り、船腹へ強い反射光を送り返すような明るい水面
が存在しません。
　つまりフェルメールは、単なる光の反射を描いた
のではなく、粗い鉛白の粒子を意図的に用いること
で、長く使われた船体の傷みや修理の必要性まで表
現していたのです。フェルメールのリアリズムは、
ここまで徹底していたのです。
　しかし彼のリアリズムは、現実を機械的に写し取
ることではありませんでした。前述のように、彼は
水面に映った建物の影を、非常に誇張して描いてい
ます。また、実際に現場に立てば分かることですが、
港の向こうの建物は、すべて実際に見るよりは、か
なり大きく描かれています。
　つまり、非常にリアルに見えるこの風景は、実は
フェルメールによって再構成された「光の風景画」
だったのです。

には、まず手前の運河
に架けられた木製の跳
ね橋を渡り、その先の
二本塔の間を通り抜け
なければなりませんで
した。見張り番は、跳
ね橋の真上の部屋から
出入りする人々を監視
していたといわれます

（4e）。
また見落としやすいの
ですが、ロッテルダム
門の左右に、冒頭で紹介した、マルセル・プルース
トが驚嘆した「黄色い小さな壁」が見えます。

造船所、漁船
　この門の前には、かつて造船所がありました。そ
のため画面には、二隻のニシン漁船（6b）が停泊し、
整備や修理を受けている様子が描かれています。当
時オランダでは、ニシン漁は毎年 6 月 24 日から 12
月にかけて行われていました。したがって、まだ漁
期前でありながら、すでに明るく暖かい気候である
ことを考えると、この作品は 5 月中旬から 6 月初
め頃の光景を描いた可能性があります（6c）
　このニシン漁船で特に興味深いのは、向かって左
側の船腹表現です。よく見ると喫水線が高く、船が
空荷状態であることが分かります。
　しかし、この船でさらに重要なのは、フェルメー
ル独特の絵具表現です。黒い船腹の左側には、白い
斑点のようなものが浮かび上がっています。17 世
紀には、現在のようなチューブ入り絵具は存在せず、
画家はアトリエで顔料と乾性油を大理石の板の上で
長時間練り合わせ、自ら絵具を作っていました。そ
の過程で顔料の粒子は次第に細かく砕かれていきま
す。
　ところがフェルメールは、この部分ではシルバー
ホワイト（鉛白）を十分に時間をかけて練り込まず、
粗い粒子のまま使用しています。さらに長い年月の
中で混ぜられた乾性油が老朽化した結果、その粗い
白色顔料が表面に浮き上がって見えるようになった
のです。
　そのため船腹は、黒い防水塗料ビチュームが部分
的に剥がれ落ち、修理を必要としているかのような
質感を帯びています。

ロッテルダム門と漁船 黄色い壁
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17 世紀始めに行なわれたコルク港の整備に伴って
この門は閉じられて、すぐその左にある、より小さ
なケーテル門で人と商品の出入りが行なわれていま
した。
　そのため右側のスヒーダム門は、閉鎖されたまま
となっていました。その門の上に時計が見えます。
肉眼で時刻を読み取るのは不可能ですが、拡大写真
では 7 時過ぎをさしています (4f)。つまりこの絵は、
早朝の光景です。

城塞と旧教会
　さらにその左に注目
してください。水平に
伸びた塀のようなもの
が見えます。これが当
時デルフトを囲んでい
た城塞です。城塞で囲
まれていたのでケーテ
ル門のような決められ
た門を通らないと町の
中に出入りできなかったのです。そしてその城壁の
すぐ上にそびえるのが大きなビール工場の赤い屋根
です。その赤屋根からかすかに覗いている塔が、フェ
ルメールが後に埋葬された旧教会です (7)。
また城壁のすぐ手前の岸壁に停泊する帆のついた船
に注目してください。これは貨物船の一種です。今
は帆は降ろされてマストのみが見えます。

まとめ
　それでは、いよいよこの絵でフェルメールが言い
たかったことを推測してみましょう。この絵には、
当時のデルフトの経済と文化の繁栄が凝縮された形
で描かれています。それはフェルメールが、あえて
交通と物流の中心であったコルク港からデルフトの
町を描いたことからも明らかです。飛行機や自動車
のない時代、貿易と商業は水運によって支えられて
いました。その水運の要が、17 世紀初頭に整備さ
れたコルク港だったのです。
　そのコルク港から眺めた光景には、他都市へ向か
う曳舟、商品を運ぶ帆船、ニシン漁船、造船所、軍
需品工場、ビール工場、新教会と旧教会など、デル
フトの軍事、経済、商業、交通、宗教のすべてが凝
縮されています。フェルメールはデルフトで生まれ
育った画家でした。当時オランダで最も繁栄した都

軍需品工場と新教会
　次に画面中央に注目してみましょう。真ん中に石
の橋が見えます。そのすぐ後ろは U 字型に分岐し
た運河が斜め右と斜め左に走り、左の運河沿いの
通りは現在 Oude Delft 通り、右の通りは Kort Geer
通りと呼ばれています。 

　 そ の 二 つ の 運 河 の
ちょうど真ん中に、左
後方に見える赤い屋根
の軍需品倉庫がありま
す。その石橋とロッテ
ルダム門の間に、高い
塔のある教会が見えま
す。これがデルフトの

中心部にある新教会で、フェルメールはこの新教会
でプロテスタントとして洗礼を受けました。また
フェルメールの家は、新教会のすぐ近くにありまし
た。画面上では、新教会のすぐ右側付近にあたりま
す。
　新教会の塔を注意して見てください。塔には釣鐘
が見えません。1654 年にデルフト市の火薬庫が大
爆発して、新教会も大きな被害を受けました。その
ために 1660 年春 (6d) から 1661 年にかけて鐘の取
替えが行われました。つまりこの塔に鐘が見えない
ことから、制作年は取替え工事中であった 1660 ～
1661 年と推定できます。

スヒーダム門
　次に、石橋のすぐ左に見える、上部に時計のある
塔がスヒーダム門です。かつてはここで出入りす
る商品のチェックと関税が徴収されていましたが、

画面中央

画面左側

新教会
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　そう考えると、この「デルフトの眺望」は、単な
る都市景観画ではありません。フェルメールは、大
惨事から立ち直った故郷デルフトと、無事だった家
族への感謝を、この静かな朝の光に託したのではな
いでしょうか。
　しかも、その光は、フェルメール作品に繰り返し
登場する「神の恩寵の光」を思わせます。室内画に
おいて人々の日常と内面を静かに照らしていた光
は、この作品では、復興した都市全体へと注がれて
いるのです。

註
1. テオ宛ての書簡、1885 年 11 月 4 日付、No.538
2.「失われた時を求めて」第五篇「囚われの女」
“C’est ainsi que j’aurais dû écrire… Mes derniers livres sont trop secs, il 
aurait fallu passer plusieurs couches de couleur, rendre ma phrase en elle-
même précieuse, comme ce petit pan de mur jaune.”
3.Colourlex, https://colourlex.com/project/vermeer-view-of-delft/
4a-f. Essentialvermeer 
https://www.essentialvermeer.com/catalogue/view_of_delft.html#top
5.「オランダ東インド会社」永積昭、講談社文庫、p69
6a-d. Vermeer,Rijksmuseum,Hannibal,2023,p142-143
7. Vermeer,L’oeuvre complet, Taschen, Karl Schutz, p407

市の一つであったデルフトに対する、市民としての
強い誇りと愛着が、この作品全体に込められている
といえるでしょう。
　また一部の研究者は、画面中央でひときわ明るく
光を受ける新教会に、政治的象徴性を読み取ってい
ます。新教会には、オランダ独立の英雄であり、オ
ラニエ家の始祖でもあるウィレム 1 世（オラニエ公）
の墓がありました。
　もちろん、結婚後カトリック共同体との結び付き
が深まったフェルメールが、単純にカルヴァン派教
会を称賛しようとしたとは考えにくいでしょう。む
しろ彼が描こうとしたのは、宗派対立を超えて、独
立後の祖国オランダと故郷デルフトへの静かな愛着
だったのかもしれません。
　その意味で、新教会は単なるカルヴァン派教会で
はなく、独立後のオランダ共和国そのものの象徴と
して描かれているのかもしれません。
　しかし、この作品に描かれているのは、単なる都
市の繁栄だけではありません。フェルメールは、こ
の町を包み込む「朝の光」そのものに、特別な意味
を託していたようにも思われます。
　1654 年 10 月 12 日午前 10 時 15 分、デルフト市
内で大規模な火薬庫爆発事故が起こりました。町の
北側ヘールウェフ（Geerweg）通りの端にあった
古い修道院地下に蓄えられていた約 40 トンの火薬
が爆発し、デルフト北東部は壊滅的被害を受け、新・
旧教会も大破しました。死者 100 人以上と多数の
負傷者が出ました。
　死者の中にはレンブラントの最も有望な弟子だっ
たファブリウスも含まれていました。おそらくフェ
ルメールの家も窓ガラスが割れるなどの被害を受け
たことでしょう。
　しかし町は、オランダ各都市から寄せられた援助
によって、数年後には見事に復興を遂げます。

　フェルメールの絵をもう一度よく見てください。
太陽は右斜め前方から差しており、その朝の光は、
ちょうど爆発事故で壊滅的被害を受けた町の北東部
を静かに照らしています。しかも画家の視点と、画
面中央の石橋、そして火薬庫のあったヘールウェフ
通りは、奇妙なほど一直線上にあります。
　さらに新教会のすぐ近くにはフェルメール自身の
家があり、そこには多くの子どもたちが暮らしてい
ました。
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藤野 ユミリ

そこまでお聞きになるんですか
ベルギー文庫

　わが夫ブンさんのニッポン滞在ビザ the「在留
カード」の有効期限が近づいてきた。
　初めてこれをゲットするまでの道のりについては
本連載の 5「在留カードへの道」(2023 年 7 月号 )
で書きましたが、これに続く銀行口座の開設やマイ
ナカードの申請手続きも含めるとややこしくてすっ
たもんだの連続でした。あれから 3 年。早くも更
新時期が来たのか。やれやれ。
　ブンさんの在留資格は「配偶者が日本人」という
もの。初めての申請の時は、婚姻証明とか家族構成
証明、家族の履歴、家族写真複数枚などなど、とに
かく日本に居たいがための偽装結婚でないことをこ
れでもかこれでもかと証明させられたものです。中
には「2 人の出合いの馴れ初め ( 出来るだけ具体的
に )」というのもあり、これには正直ちょっと引き
ました。出入国在留管理局のお役人に私たちが恋に
落ちた瞬間を語れと？　そこまでお聞きになるんで
すか。こんなエモな領域まで。ある時期、体調不良
のスリランカ女性への対応を怠って死亡させる事件
もあって世間から不信の目に晒された在留管理局だ
が、ネグレクトから一転グーッとプライバシーにこ
こまで踏み込んできたか。そっちがそう来るならば
と、私はもろ肌脱いで恋バナ書類を注文通り出来る
だけ具体的に、ノリノリで仕上げました。
　「そう、あれはバブル経済末期の千代田区二番町
ベルギー大使館。秋恒例の東レオープン出場のため
来日したテニスのアンドレ・アガシ選手の記者会見
がここで行われようとしておりました。アガシ選手
のスポンサー ( ベルギーのラケットメーカー ) 御一
行の通訳だったうら若き日本人女性 ( アタシ ) と、
来日まもない前途洋々ベルギー外交官 ( ブン )、そ
んな二人の名刺交換から始まった出会いはスロー
モーション ...Don’t ask me why…BGM は中森明菜
とジュリア・フォーダム。昭和はもう過去。なんの
こっちゃ」

　さてさて日本では人のプライバシーにかくも突っ
込んでくる、というかプライバシーの扱いに対して
ここまで大っぴらでいいのか？という場面によく出
会います。

　例えば、JR みどりの窓口。きっぷ予約購入する
際など行き先から帰りの日にちまで、そこで順番を
待つ全ての人にバレバレで聞こえています。しかも
係さんご丁寧に復唱するし。たかがそれくらい、と
言うのはたやすいでしょうが、今日日何が起こるか
わからない。このあと尾行されてアタシら旅行に出
ている間に空き巣に入られる可能性だってあるんで
す。
　また例えば、整形外科の待合室。そこはいつ来る
ともわからぬ自分の番を待つ人々でたいてい混んで
ます。ベルギーの場合、お医者さんの予約取れても
ひと月ふた月先というのにも閉口させられますが、
日本の早く来たもの順というのもタイパを思うと悩
ましい。初診の場合、看護師さんが待合室に控える
当事者の所までやってきて医師の診察前に症状など
を聞いて、まずレントゲン撮りましょうとか、この
ままお待ちくださいとか効率よく振り分けてくれ
る。それはいい。でもこの問診を人が大勢いる前で
受けるのはどうでしょう。病状はプライバシーだも
の、かなり抵抗あります。
　ブンさんが足の甲を痛めた時なぞ、ただでさえ田
舎の病院に現れたガイジンさんが物珍しくて、私の
通訳介しての両方向 2 段階会話だし、それを周囲
が耳をそば立てて聞いているのだ。気が気でない。
それをよりはっきり認識したのは、待合室で同席し
たハタチ前くらいのお嬢さん。痛みで顔をしかめな
がら歩くのもままならない状態でお母さんに支えら
れてやって来た。その彼女に問診が襲いかかる。「ど
うしたの？」から始まって「何する時に痛いの？」「お
尻の右？左？下？どこ？」……ぜんぶ筒抜け。なん
だか二重に気の毒だった。
　ちょっと違うが、テレビの天気予報士さんも個
人の行動にグイグイ入ってくる、と夫は指摘する。

「今日は洗濯物は外に干しても大丈夫です」「一日中
雨が降ったり止んだりなので傘は折り畳みが便利で
す」くらいまでは、気が利いたアドバイスだなあ、
と聞いているが、「温かいようで時々冷んやりする
ので、半袖に一枚カーディガンを羽織りましょう」
とか「寒の戻りがあるやもしれないので、ダウンを
しまうのはもう少し待ってください」あたりからだ

ベルギーのありふれた日常 23
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んだん鬱陶しくなってきて、果ては「桜の季節です
があいにくの雨です。透明ビニール傘をさしてお花
見しましょう」ではもう何も言わなくなっていた。

　そこまでいっちゃいますぅ？というお話でした。

 

UIJIN BEER 初陣
330ml, Alc 6.0% 
ベルギー産酵⺟と手間をかけたホッピング手法

により華やかでフルーティーな印象を持つビー

ルです。大⻨⻨芽と⼩⻨⻨芽の絶妙なブレンド

により醸し出されたフレッシュかつ奥深い味わ

いをお楽しみください

UIJIN YUZU BLOND 初陣柚子ブロンド
330ml, Alc 6.5% 
初陣同様にベルギー産酵⺟を使い、丁寧なホ

ッピング手法で醸造された大⻨⻨芽 のブ

ロンドビールです。ホップと同時に高知県産

柚子の皮の部分だけをビールに漬け込み、爽

やかな苦味を引き出しています。

  

お買い求めは下記食品販売店でお願いします 
田川（ブルガット、ストッケル、デルタ）

Asia Supermaekrt (Rixensart) FRESHMED (Etterbeek) 

商品のお問い合わせ先；info@riobrewing.jp 
レストラン、量販店様のご注文は 
Foodex Belgium SPRL 電話 02 721 14 21まで 

mailto:info%40riobrewing.jp?subject=
mailto:info%40riobrewing.jp?subject=


日本人会会報 2026 年 7 月号　428 号

18

●
● ●

●

日本人会会報 2026 年 7 月号　428 号

18

●
● ●

●

日本人会関係行事予定

告知板 このページは、会員の皆様の情報交換の場です。
　・各種同好会の案内、募集
　・同窓会の案内通知
　・各種イベントの案内

　・求人／求職
　・譲ります／譲られたいなど、
　　どしどしお寄せ下さい。

200 字以内にまとめて下記宛送付下さい。
e-mail:　jimukyoku@nihonjinkai.be
＊紙面の都合上、編集することもありますので、
ご了承ください。

日程 内容 場所

2026 年
3月 5日（木） 2025 年度 第 4回 役員連絡会 ベネルックス住友商事 会議室
3月 7日（土） 交通安全セミナー ブラッセル日本人学校
3月 8日（日） ベルギー動物園（Pairi Daiza）バスツアー Pairi Daiza 動物園
3月 10 日（火） 2025 年度 第 4回 理事会 ブラッセル日本人学校 多目的室
4月 19 日（日） 2026 年度 第１回日本人会ゴルフコンペ Golf de Pirepomt

4 月 26 日（日） 日ベルギー友好 160 周年イベント「フォロンと日本」 フォロン財団

4月 28 日（火）
日ベルギー友好 160 周年記念 
ピエール・マルコリーニ チョコレート
テイスティング＆ペアリング体験

ピエールマルコリーニ　サブロン店

5月 7日（木） 2025 年度 第 5回 役員連絡会 ベネルックス住友商事 会議室
5月 12 日（火） 2025 年度 第 5回 理事会 ブラッセル日本人学校 多目的室
5月 16 日（土） STVV 観戦イベント 大王わさびスタイエンスタジアム
5月 17 日（日） 2026 年度 第 2回日本人会ゴルフコンペ Golf Château de la Tournette
5 月 31 日（日） 日本人会テニス春大会 Wimbledon Tennis Club

6 月 7日（日） 白アスパラ掘りとアスパラ尽くしランチツアー
The Santspuy wine and asparagus 
farm

6 月 11 日（木） 2025 年度 第 6回 役員連絡会 ベネルックス住友商事 会議室
6月 14 日（日） 2026 年度 第 3回日本人会ゴルフコンペ Golf Rigenée
6 月 19 日（金） 2025 年度 第 6回 理事会・2025 年度 総会 Renaissance Brussels Hotel
7 月 5 日（日） 2026 年度 第 4回日本人会ゴルフコンペ 未定

9月 27 日（日） 2026 年度 大使杯 /第 5回日本人会ゴルフコンペ 未定
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●学習院の卒業生、及びゆかりのある皆様へご連絡
コロナ禍来、活動が休止しておりましたベルックス
桜友会の活動を再開致したく、ベルギー、及びルク
センブルグ在住の学習院卒、及び、関係者の皆様で
お力添え頂けます方、是非下記メールアドレスにご
連絡をお願い致します。
小出敦　atsushikoide0221@gmail.com

●日本語カトリック教会からのお知らせ
ミサに関して
6 月 14 日 ( 日 ) と 7 月 12 日 ( 日 )  11:30~12:30
場所 : ブリュッセルのスクート会聖堂
住所 : Chaussée de Ninove 548, 
            1070 Bruxelles

新約聖書勉強会
日時 : 6 月 7 日 ( 日 ) 14:00~16:00
場所 : 「福音の小さい兄弟会」
住所 : Av. Clemenceau 70, 1070 Bruxelles

時に内容が変更される時がありますので、予め下記
にてご確認下さい。
☆ https://www.facebook.com/groups/592349231569301/
☆ nihongomisa@gmail.com
☆ 長南恵子 : 0486-775750

●日本図書館 Biblio Japon ご案内
本会は、日本書籍の貸し出しを通じて、ベルギー生
活を豊かに過ごすための
会員制文化サークルです。
図書館の活動場所が以下の住所に変わりました。
Japanese culture  center WA
Chaussee de Wavre 1735, 1160 Bruxelles 
(BUS34 Auderghem shoping)
貸し出し以外にもイベント（読書会・映画会・講演
会・音楽会・遠足など）を開催します。
皆様のご参加をお待ち申し上げます。
連絡先：中山　bibliojapon@gmail.com
詳細はフェイスブックをご覧ください。
www.facebook.com/groups/bibliojapon

●コーラスふるさとご案内
歌好きの仲間が集まって日本の合唱曲を楽しむ混声
合唱団です。月一回第３土曜日午後 3 時から 5 時
まで練習します。
9 月は第 3 土曜日 19 日に行います。
場所　Japanese Culture Center WA 
             (BUS34 Auderghem shoping)
Chaussee de Wavre 1735 Auderghem
コーラス初心者の方も合唱の基本を学びながらコー
ラスを楽しみませんか。
www.facebook.com/chorusfurusato
連絡先：中山　hiro.nakayama.bxl@gmail.com
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【会報アンケートのお願い】

より良い会報づくりのため、読者アンケートを実施中です。

QR コードまたは以下のリンクから、簡単にご回答いただけます。

読者アンケート： https://forms.office.com/e/KYQwdj3fmf

所要時間は約 3 分。皆さまのご意見をお待ちしております！

ご協力おねがいいたします！

https://forms.office.com/e/KYQwdj3fmf
https://forms.office.com/e/hJpq7uA3pq
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　ベルギー日本人会会員の皆さま、いかがお過ごしでしょうか。
　私がベルギーに赴任してから、早いもので一年が経ちました。
　振り返ってみると、この一年で強く感じたことの一つが、「ベルギーの夏の大切さ」です。冬の間は短い
日照時間と曇り空が続き、知らず知らずのうちに気持ちも内向きになりがちですが、春を経て迎える夏は、
まさに心と身体に光を取り戻す季節だと感じています。長い日照時間のもとでしっかりと太陽の光を浴び
ることが、日々の活力につながっていることを、身をもって実感しました。
　仕事の面でも、7 月から 8 月にかけてはバカンスシーズンとなり、オフィスに出勤される方が少なくな
ります。ブリュッセルからゲントまで毎日車で通勤している私にとっては、交通量が心なしか減り、いつ
もより少しだけ通勤時間が短く感じられるのも、この時期ならではの小さな楽しみです。時間に追われる
日常の中で、ほんの少しの余白が生まれる、そんな季節でもあります。
　また今年は、日本・ベルギー友好 160 周年という節目の年でもあり、さまざまな関連イベントが開催さ
れています。8 月には、ブリュッセルのグランプラスにて、日本をテーマにしたフラワーカーペットが披
露される予定です。世界遺産の広場一面を彩る花々が、日本文化を多くの方に知っていただくきっかけと
なり、両国の友好がさらに深まることを期待しています。
　ベルギーの美しい夏を味わいながら、人とのつながりや日々の小さな変化を大切に過ごしていきたいも
のです。皆さまにとっても、この夏が心穏やかで実り多い時間となりますよう願っております。
　それでは、7 月号の会報をお楽しみいただければ幸いです。

（月担：川口）

編集後記

広告を募集しております。

Size Member Price Non-Member Price
1/4 Page（縦 60 × 横 198 mm) 60 € 170 €
Full Page (A4)（縦 297 x 横 210 mm） 200 € 450 €

原稿締切は原則会報発行月の前月１日です。詳細は日本人会事務局までお問い合わせ下さい。掲載広告については、当会が内容を
保証するものではありません。情報の詳細等は、各掲載主へ直接お問い合わせください。掲載広告のご利用における . 事故・トラブ
ルに関して、弊会では一切の責任を負いかねます。

掲載ご希望の方は前もって、日本人会事務局へご連絡の上、以下の枠内に編集したＰＤＦファイル（カラー、リンク可）を
日本人会事務局（jimukyoku@nihonjinkai.be）へご送付下さい。

広報委員会
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会員限定コンテンツ

※ベルギー日本人会にご入会いただければ、会員限定コンテンツもご覧いただけます。

入会のご案内

当会に入会ご希望の場合は、その旨、メールにてご連絡ください。
jimukyoku@nihonjinkai.be
折り返し入会手続きと入会申込書をお送り致します。理事会での審査・承認のため、お申し込み
いただいてから、1 ～ 2 週間程要しますので予めご了承ください。

＜会員の種類＞　（ベルギー日本人会規約　第 5 条）
1. �正会員：ベルギー所在の日系企業及び団体、日本法人の支店、事務所及び子会社、及びそれら

に準ずると認められる企業・団体。
・�日本人会の商工委員会に所属し、日本人会の行事に参加頂けます。また、総会での議決権を有し

ます。会報（隔月発行）をお届けします。

2. 賛助会員：本会の目的を支持し、恩恵を受けることを望む個人もしくは法人。
・日本人会の行事に参加出来ますが、総会はオブザーバーとなります。
・会報（隔月）発行のお知らせとパスワードをお届けします。

賛助会員は以下となります。
1) 普通会員：正会員に所属するもので正会員により届出られた方。
2) 個人会員：ベルギー在住の個人。
3) 特別会員：正会員以外の法人もしくは個人
4) �名誉会員：在ベルギー日本国大使館、欧州連合日本政府代表部、ブラッセル日本人学校及びそ

の届け出するメンバー、及び理事会により特に名誉会員と認定された方。

ご不明な点がございましたら、事務局までお気軽にお問い合わせください。


